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このような 「運動の時代」 である1980年代に， 韓嗽女性運動は民主化運動の拡大と時期
を同じくしてその活動を活発化させ， 民主化運動の一翼を担うようになる




















史において1980年代は 「変革の時代」 ， 「運動の時代」 と呼ばれ，民主化運動や民主化過程
のダイナミズムが政治学，社会学，歴史学などの分野において多くの研究者を惹き付けて
きた
（8） 。 しかし， 一方で， これらの研究が民主化の要因を主たる分析対象としてきたため，













































いる女性運動団体， 女性解放思想の流れを規定した， 80 年代の韓嗽社会の権力構造である。青木義幸  1980 年代韓嗽民主化運動の排除と包摂 

















  1  マルクス主義女性解放論と社会主義女性解放論 
 
  1970 年代においても，フェミニズムそのものはすでに関心を集め始めていたが，1945
年の解放以後の韓嗽女性運動論が本格的に展開され始めたのは 1980 年代中盤からであっ
た。1980 年代の女性運動論の核となる争点は， 「女性平友会」 （以下， 「平友会」と略記）が















韓嗽におけるマルクス主義女性解放論と社会主義女性解放論について整理しておくと，『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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以下のようになる
（19） 。 前者は女性問題の本質を， 支配階級による女性労働力の搾取と捉え，
女性抑圧と経済的階級問題はその土台を同じくするという立場に立つ。そして，女性抑圧
と経済的階級問題の発生は同時に起こったと認識し，女性運動の主体を設定するに当たっ

































それをそのまま応用することができなかった。そこで，第二段階では，教条的なマルクス青木義幸  1980 年代韓嗽民主化運動の排除と包摂 












































































けに関しては意見が異なっていた。前者は，階級問題が解消されれば，女性問題も同時に青木義幸  1980 年代韓嗽民主化運動の排除と包摂 
































この 80 年代に結成された女性運動団体として， 「女性平友会」 （83 年） ， 「女性の闻話」 （83
年） ， 「もう一つの文化」 （84 年） ， 「民主化運動青年連合女性部」 （84 年） ，そして 21 の団体
が連帯して結成された「韓嗽女性団体連合」 （87 年）を挙げることが出来る。中でも， 「平











（29） 。 そして， 労働運動から女性運動『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
34 
へと多くの女性活動家が方向転換をするようになる。 その女性活動家たちは， 「労働者」 と
いう単一の主体性だけでは説明できない女性の独自な理解が必要であり，この女性の独自
性は擢存の社会運動には包摂されえないと主張した
（30） 。 そして， その目的達成には， 女性
の為の女性による組織の構築が不可欠だという問題意識を持つようになる。このような問
題意識が反映されて生まれた最初の組織が「平友会」であった。 





  ①  男女を峮別する家父長制的性峮別文化の改革 
  ②  男女の全てが人間らしい生活をすることができる社会の構築 






  民主化と女性問題を並行して進めるという 「平友会」の運動方針は， 「平友会」の活動家
だけでなく， 「進歩的」 女性運動内部の性と階級という矛盾についての論争を引きおこした。
この論争において「平友会」の運動方針は，社会変革を一次的問題と捉え，マルクス主義
女性解放論を理論支柱とする女性運動団体である 「民主化運動青年連合女性部」 から， 「西
洋ブルジョア文化運動」 として強烈な批判を受ける















れに賛同できないメンバーの脱退をもって 「平友会」 は1987年8月， 事実上解散する。す
なわち同会は，民主化運動の一部として活動させる圧力と女性問題の独自性を扱いたいと
いう会員の認識のずれによって，統一した運動を展開できなくなるのである。 青木義幸  1980 年代韓嗽民主化運動の排除と包摂 





する方法を取り入れるようになる。 その連帯運動の一つの到達点として87 年に 「韓嗽女性
団体連合」が創設される
（35） 。  
  一方で，1984年に結成された「もう一つの文化」は女性問題の特殊性を認識し，さらに
はその多様性をも認識することのできるような社会を構築することで，この問題を解決す
ることを目的としていた。 先に述べた， 「平友会」と比較するならば， それよりも多分にラ
ディカル・フェミニズムの要素を強く持っていたと言える。 













そして， 「もう一つの文化」 において特徴的であったのは， 同団体を運営していた活動主











主義的民主化運動組織から 「女性主義的団体」 という認識を持たれ， 「ブルジョア中産層団
体」という非難を受けた。階級論理を用いて女性主体を規定しない運動を「ブルジョア運
動」とみなす当時の韓嗽民主化運動を取り巻く状況は，1980年代の女性運動の主流がみず














代会長， 「韓嗽女性団体連合」 （以下， 「女連」と略記）会長， 「韓嗽挺身隊問題対策協議会」
共同代表を歴任する人物である。 「韓嗽女性民友会」は， 「平友会」から分離解散した民主





（39） 。 1980 年代の 「進歩的」 女性運動の先端で運動を続けた李効再の主張を追うことで，
70 年代から 80 年代への女性解放思想の変遷を辿ることができると思われる。 
80 年代以前にも女性問題を扱う女性団体は存在した。その代表的存在が， 「韓嗽女性団
体協議会」 （以下， 「女協」と略記）である。 「女協」は1959年12 月に発足し現在も活動を続













であった。しかし， 「女協」は，女性運動団体として70 年，80 年の民主化運動に積極的に
取り組むことはほとんどなく，会員団体の中には軍事政権擁護的な体質を持つものもあっ
た






李効再が米嗽に身を置いたのは，まさに第二次フェミニズムが花開き始めていた時期であ青木義幸  1980 年代韓嗽民主化運動の排除と包摂 
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37 
った。そして，その第二次フェミニズムが，学生運動，反戦運動，公民権運動という新左
翼運動から始まった「女性解放運動」Women's Liberation Movement と呼ばれていたこと
を考えると， 彼女の親体制的女性運動に対する批判的認識は理解しやすい



















民主化の為の女性運動という認識よりも， 女性の主体的な関わりを強調していたのである。  
そして，李効再は女性の政治的な民主化運動への主体的な関わりを重要視しただけでな
く，韓嗽独特の女性の主体性を立ち上げる必要があり，欧米の理論をそのままあてはめる







































論に類似した姿勢は， 80 年に入って変更を余儀なくされる。 先に論じた 「80 年代女性運動
の課題」 は， 79 年の朴正煕暗殺以後の 「ソウルの春」 による民主化運動の昂揚期に書かれ，
『韓嗽 YWCA』80 年1 月号に掲載予定であったが，5・17 クーデターの影雿で発表が禁止さ
れた文章であった。さらに，5月18 擥の光州民衆抗争を捜査した戒厳司令部が7月に発表










カ社会学の影雿を深く受けているために， 「韓嗽社会の歴史的， 具体的現実に接近する主体青木義幸  1980 年代韓嗽民主化運動の排除と包摂 










化 ・ 民族統一という目標が自らにとって理念的であったことを吐露していると考えられる。  
  そして， 梨花大学復職後の1985 年に書かれた 「分断時代の女性運動」では， 分断という
現実つまり民主化という目的を第一に据えなければ，女性問題を解決できないというマル





























  李効再が70年代終盤から80 年代にかけて体現した思想的変化は，まさに社会主義女性
























論に韓嗽フェミニズムが初めて遭遇するのが70 年代であった。 そして， この新たな女性解
放思想は， 80 年代には運動組織におけるマルクス主義パラダイムの一般化と共に女性運動
内部に広がっていった。この，西洋の女性解放思想との出会いは，伝統的マルクス主義に
もとづいたラディカル ・ フェミニズム以前の社会主義フェミニズムに倣い， 「労働階級女性」
という主体性を立ち上げさせた。 また同時に欧米のフェミニズムの影雿は， 「女性全体」 と
いう，男性に対する女性を意味する汎女性主義的な新たな主体性を立ち上げることにも貢
献した。 




  デュルケム （Emile  Durkheim） は， 社会における連帯をもたらす源泉を， 「他人を考慮し，
自らの利峱主義の衝動とは別のものに基づいて自らの行動を律することを強制する一切の青木義幸  1980 年代韓嗽民主化運動の排除と包摂 













（57） 。 しかし， 一つの理念によって形成される連帯
構造は， その連帯から零れ落ちる主体性を生み出してしまう
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